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恒例の節季市が１月10日dから始まりました。別名“チンコロ市”

の愛称で親しまれている節季市に今年も“チンコロ”２店が登場し、縁

起ものを買い求める人たちでにぎわいました。今年は、巳年にちなんで

“へび”のチンコロに人気が集まっていました。

名物“チンコロ市”にぎわう

平成12年度の
遺跡発掘調査の成果

第2回大地の芸術祭開催決定

シリーズ介護保険

── 2・3

── 5

── 8



道み
ち

端ば
た

Ａ
遺
跡
（
魚
之
田
川
）
は
、

国
道
２
５
２
号
・
三
坂
ト
ン
ネ
ル
の

北
西
約
４
０
０
ｍ
の
所
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
標
高
は
、
約
２
３
０
ｍ
で

す
。県

営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

に
伴
い
、
５
月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬

の
間
に
、
隣
接
す
る
Ｂ
遺
跡
と
合
わ

せ
て
、約
１
、８
０
０
㎡
の
範
囲
を
発

掘
調
査
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、縄
文

時
代
と
近
世（
江
戸
時
代
）の
遺
跡
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

出
土
し
た
遺
物
は
、
縄
文
土
器
、

近
世
〜
近
代
の
陶
磁
器

類
、
銭
貨
な
ど
が
あ
り
、

陶
磁
器
類
が
主
体
を
占
め

て
い
ま
す
。

縄
文
土
器
に
は
、
約
１

万
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と

見
ら
れ
る
表
ひ
ょ
う

裏り

縄
文
土
器

（
内
外
面
に
縄
文
が
付
け

ら
れ
た
土
器
）
が
含
ま
れ
、

こ
れ
は
市
内
で
は
初
め
て

の
出
土
で
す
。

近
世
の
陶
磁
器
に
は
、

肥
前
産
の
染そ
め

付つ
け

の
碗わ

ん

や
皿

な
ど
が
あ
り
、
１
６
９
０

〜
１
８
６
０
年
こ
ろ
の
も

の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
銭

貨
は
、
寛
永
通

宝
の
一
文
銭
が

15
枚
で
す
。
銭
貨
が
発
見

さ
れ
た
付
近
か
ら
は
、
人

骨
片
が
多
く
出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は

六
文
銭
（
三さ
ん

途ず

の
川
の
渡

し
銭
）
と
し
て
墓
に
副
葬

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。発

見
さ
れ
た
遺
構
に
は
、

建
物
跡
１
棟
、
土
抗
２
基
、

柱
穴
、
杭
列
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
建
物
跡
は
、
一
辺

が
約
３
・
５
ｍ
の
正
方
形

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
端
Ａ
遺
跡
は
、
中
条
か
ら
魚
之

田
川
、
三み

坂さ
か

峠
と
う
げ

を
越
え
て
堀
之
内
に

抜
け
る
田
川
入
り
街
道
（
戦
国
期
〜

近
世
）
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

遺
跡
の
東
方
約
７
０
０
ｍ
に
は
、
中

世
の
魚
之
田
川
城
跡
が
あ
り
ま
す
。

残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
に
よ
れ
ば

魚
之
田
川
に
は
元
禄
２
年
（
１
６
８

９
年
）
に
藩
役
人
の
通
行
や
御
用
状

を
継
ぎ
立
て
る
た
め
の
御
用
継
所
が

設
置
さ
れ
、
元
禄
５
年
（
１
６
９
２

年
）
に
は
家
が
５
軒
あ
り
62
人
、
安

永
元
年
（
１
７
７
２
年
）
に
は
家
が

10
軒
あ
り
１
４
３
人
が
住
ん
で
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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道み
ち

下し
た

南
み
な
み

遺
跡
（
太
子
堂
）
は
、
国

道
１
１
７
号
の
西
約
１
０
０
ｍ
の
所

に
位
置
し
ま
す
。
標
高
は
１
３
０
ｍ

で
す
。

市
道
高
山
太
子
堂
線
の
建
設
事
業

に
伴
い
、
４
月
下
旬
か
ら
９
月
中
旬

の
間
に
、
約
２
、
０
０
０
㎡
の
範
囲

を
発
掘
調
査
し
ま
し
た
。

出
土
し
た
遺
物
は
、
縄
文
土
器
や

打
製
石せ
き

斧ふ

、
石せ

き

鏃ぞ
く

な
ど
の
石
器
類
の

ほ
か
、
中
世
の
陶
磁
器
類
、
銭
貨
な

ど
で
す
。
陶
磁
器
に
は
、
珠す

洲ず

焼
、

土は

師じ

質し
つ

土
器
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

発
見
さ
れ
た
遺い

構こ
う

に
は
、
建
物
跡

５
棟
、
溝
跡
４
本
、
土
坑
、
柱
穴
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
建
物
跡
の
う
ち
、

１
棟
は
南
北
に
庇

ひ
さ
し

を
も
つ
６
間
×
４

間
の
大
型
の
建
物
で
、
溝
跡
と
平
行

す
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
出
土
遺
物
な
ど
か
ら

見
る
と
、
約
６
０
０
年
前
の
15
世
紀

前
半
こ
ろ
の
建
物
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
整
理
作
業
の
中
で
、

昨
年
、
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

「
太
子
堂
村
検
地
帳
」
や
平
成
４
年

に
調
査
し
た
道
下
遺
跡
と
の
関
係
を

探
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

2

平成12年度の遺跡発掘調査

ムラが今よみがえるそして近世の
古代、中世、

ムラが今よみがえるそして近世の
古代、中世、

文化財課では、平成12年度に市内の４遺跡で発掘（確認）調査を

実施しました。

これらは、宅地造成事業、市道建設事業、ほ場整備事業などに伴

う調査です。このほか、数か所で試掘調査も行っています。調査に

際しましては、おおぜいの皆さんからご協力をいただき、数多くの

発見がありました。

これらの遺跡調査のあらましについて紹介します。

道
下
南
遺
跡

道
端
Ａ
遺
跡

道下南遺跡・発見された遺構（ラジコンヘリで撮影）

道端Ａ遺跡・発見された遺構

馬場上遺跡・調査のようす

発見された土師質土器

■
問
合
せ

十
日
町
市
博
物
館

（
1
57
│
５
５
３
１
）

上か
み

塚つ
か

原は
ら

Ａ
遺
跡
（
塚
原

町
）
は
、
宅
地
造
成
事
業

に
伴
い
、
５
月
下
旬
か
ら

６
月
中
旬
の
間
に
、
約
80

㎡
の
範
囲
を
確
認
調
査
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄

文
土
器
、
石
器
な
ど
の
遺

物
が
数
多
く
出
土
し
ま
し

た
。

ま
た
、
馬ば

場ば

上が
み

遺
跡
（
西
本
町
）

は
、
土
地
改
良
事
業
に
伴
い
、
４
月

下
旬
か
ら
５
月
中
旬
の
間
に
約
２
０

０
㎡
の
範
囲
を
確
認
調
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
古
墳
時
代
〜
平
安

時
代
の
土は

師じ

器き

、
須す

恵え

器き

が
数
多
く

出
土
し
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
は
、
宅
地

造
成
や
土
地
改
良
事
業
な

ど
に
伴
い
、
２
〜
３
遺
跡

で
調
査
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
は
、
郷
土

の
歴
史
を
知
る
上
で
重
要

な
手
が
か
り
と
な
り
ま

す
。
今
後
と
も
発
掘
調
査
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査今年の調査 その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査その他の調査
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１
月
17
日
d
に
開
催
さ
れ
た
十
日

町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ

ン
推
進
協
議
会
（
会
長
・
本
田
欣
二

郎
十
日
町
市
長
）
の
総
会
で
、
越
後

妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
事
業

の
主
要
事
業
で
あ
る
「
大
地
の
芸
術

祭
・
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ

ー
レ
」
の
第
２
回
を
平
成
15
年
（
２

０
０
３
年
）
に
開
催
す
る
こ
と
が
正

式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
里
創
プ
ラ
ン
全
体
の

総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

引
き
続
き
北
川
フ
ラ
ム
氏
（
㈱
ア
ー

ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
代
表
）を
委

嘱
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

同
推
進
協
議
会
は
、
広
域
６
市
町

村
長
と
新
潟
県
地
域
政
策
課
長
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
実
行
計
画
を
決
め

る
最
高
決
議
機
関
で
す
。

昨
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
大

地
の
芸
術
祭
は
、
約
16
万
３
千
人
の

来
訪
客
を
数
え
、交
流
人
口
の
増
加
、

地
域
の
情
報
発
信
な
ど
が
は
か
ら
れ

ま
し
た
。
閉
幕
後
、
反
省
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
経
済
波
及
調
査
な
ど

に
よ
っ
て
、
効
果
や
反
省
点
な
ど
の

取
り
ま
と
め
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
第
２
回
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
た
も
の
で
す
。

第
２
回
の
公
共
事
業
に
よ
る
事
業

規
模
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
15
年
度

の
３
年
間
の
総
額
で
３
億
１
千
万
円

で
す
。
こ
の
金
額
は
第
１
回
と
同
額

で
、
６
市
町
村
が
１
億
２
千
４
百
万

円
・
新
潟
県
が
１
億
８
千
６
百
万
円

を
負
担
す
る
も
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

多
額
の
協
賛
金
な
ど
は
見
込
ん
で
い

ま
せ
ん
。

第
１
回
で
は
多
く
の
効
果
が
生
ま

れ
た
反
面
、
Ｐ
Ｒ
不
足
や
取
り
組
み

の
遅
れ
な
ど
か
ら
事
業
へ
の
住
民
理

解
や
参
加
が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ

た
こ
と
、
協
賛
金
な
ど
収
入
の
見
込

み
に
無
理
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
運

営
面
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
だ
さ
れ

ま
し
た
。
第
２
回
は
、
プ
ラ
ン
づ
く

り
の
段
階
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
参

加
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
、
充
実
し

た
芸
術
祭
を
目
指
し
て
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

5 平成13年1月25日号 4

雪像製作技術を世界に披露
～本町１丁目チームがハルピンから招待～

１
月
７
日
a
、
ク
ロ
ス
10
で
十
日
町
市

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

消
防
団
員
の
う
ち
班
長
以
上
の
２
０
７
人

が
参
加
し
、
人
員
・
姿
勢
・
服
装
の
点
検

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

市
長
か
ら
「
昨
年
は
、
大
火
１
０
０
周

年
を
記
念
し
て
大
掛
か
り
な
防
災
訓
練
を

実
施
し
た
が
、
火
災
の
多
い
年
で
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
１
月
４
日
に
は
新
潟
地
震
以

来
の
震
度
５
弱
の
地
震
が
発
生
し
た
。
冬

場
の
地
震
が
一
番
こ
わ
い
。
地
域
の
中
心

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
普
段
の
訓
練
を
心
が

け
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

消
防
長
か
ら
は
「
一
糸
乱
れ
ぬ
隊
列
は
満

点
に
近
い
点
検
結
果
で
あ
る
。
今
後
も
精

進
し
て
ほ
し
い
」と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

地域防災のかなめ
～消防出初式に207人～

新
春
恒
例
と
な
っ
た
第
６
回
市
民
書
初

め
大
会
が
１
月
21
日
a
、
ク
ロ
ス
10
で
開

催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
１
９
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
は
学

年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
課
題
を
、
高
校
生

以
上
は
自
由
テ
ー
マ
で
、
21
世
紀
最
初
の

書
き
初
め
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

岡
村
喜
市
書
道
協
会
長
か
ら
「
大
事
な

こ
と
は
、
心
で
書
く
こ
と
。
が
ん
ば
っ
て

気
持
ち
よ
く
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
大
人
同
伴
で
参
加

し
た
小
学
校
低
学
年
を
は
じ
め
、
会
場
い

っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
参
加
者
は
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
作
品
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

全
作
品
は
、
雪
ま
つ
り
期
間
中
、
田
倉

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

21世紀最初の市民書初め大会
～大事なことは心で書くこと～

このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

型
土
器
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
過

去
か
ら
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に
作
品

の
製
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
40
年

ぶ
り
の
寒
波
で
、
日
中
の
気
温
が
零

下
20
〜
30
度
と
い
う
悪
条
件
の
な
か
、

寒
さ
と
疲
労
と
闘
い
な
が
ら
、
磨
き

上
げ
ら
れ
た
技
術
で
作
品
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
指
先
の
感
覚
が
な
く
な

る
ほ
ど
の
寒
さ
の
た
め
、
作
品
の
出

来
栄
え
は
思
い
通
り
と
は
な
ら
な
か

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
審
査
の

結
果
は
、
堂
々
の
４
位
で
は
え
あ
る

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
チ
ー
ム
は
、
２
月
13
日
c
か

ら
北
海
道
の
名
寄
市
で
開
催
さ
れ
る

国
際
大
会
に
も
招
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
月
10
日
d
か
ら
13
日
g
の
４
日

間
、
中
国
の
ハ
ル
ピ
ン
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第
６
回
ハ
ル
ピ
ン
国
際
雪
像

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
本
町
１
丁
目
の
雪

像
製
作
チ
ー
ム
が
招
待
さ
れ
、
十
日

町
市
の
雪
像
製
作
技
術
を
世
界
に
披

露
し
て
き
ま
し
た
。

参
加
は
、
12
か
国
17
チ
ー
ム
に
お

よ
び
、
本
町
１
丁
目
チ
ー
ム
は
蕪
木

保
男
さ
ん
、
関
口
一
夫
さ
ん
、
小
海

進
さ
ん
、
矢
口
芳
宏
さ
ん
の
４
人
で

す
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
１
チ
ー
ム
４

人
以
内
で
３
ｍ
四
方
の
人
工
雪
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
手
作
業
で
彫
刻
し
、
そ
の

出
来
栄
え
を
競
う
も
の
で
す
。

本
町
１
丁
目
チ
ー
ム
は
、
「
火
z

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
モ
ロ
ッ
コ

王
国
に
２
年
間
赴
任
し
て
い
た
後
藤
徳の

り

子こ

さ
ん
（
十
日
町
総
合
高
校
教
諭
）
が
帰
国

し
ま
し
た
。
「
日
本
人
な
ら
で
は
の
気
配

り
を
伝
え
た
い
」
と
平
成
10
年
12
月
に
日

本
を
出
発
し
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
ホ
テ
ル
観
光

業
経
営
学
院
で
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
す
学

生
に
観
光
学
全
般
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
「
現
地
で
は
、
時
間
が
優

雅
に
流
れ
て
お
り
、
本
当
の
心
の
豊
か
さ

の
違
い
を
感
じ
た
。そ
し
て
学
生
た
ち
は
、

と
て
も
堂
々
と
し
て
お
り
陽
気
で
積
極
的

で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、「
外
か
ら
見
た
日
本
を
、
そ
し
て
得
た

も
の
を
、
生
徒
た
ち
に
で
き
る
限
り
伝
え

て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

モロッコで２年活躍した後藤徳子さん
～海外で得たものを伝えたい～

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ケ
ニ
ア
に

赴
任
し
て
い
た
田
村
瀬
津
子
さ
ん
（
川
原

町
）
が
帰
国
し
ま
し
た
。
平
成
10
年
の
１

月
に
出
国
。
１
年
間
延
長
し
て
３
年
間
、

現
地
で
環
境
保
護
の
啓
蒙
活
動
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

田
村
さ
ん
は
「
治
安
や
衛
生
面
で
の
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
国
境
を
超
え
た
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
貴
重
な
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
外

を
み
る
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
が
、
海
外

に
い
る
こ
と
で
、日
本
人
、さ
ら
に
十
日
町

に
住
む
一
人
と
し
て
、
自
分
を
意
識
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
将
来
は
こ
の

経
験
を
生
か
し
、
国
際
協
力
関
係
の
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ケニアで３年活躍した田村瀬津子さん
～この経験を生かした仕事をしたい～

２人の青年海外協力隊員が市長へ帰国報告

第
１
回
の
反
省
を
踏
ま
え

充
実
し
た
芸
術
祭
を
目
指
す

総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
引
き
続
き
北
川
フ
ラ
ム
氏

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

平
成
　
年
に
開
催
決
定

1515151515151515151515151515151515



7 平成13年1月25日号 6

大
学
に
入
っ
て
初
め
て
の
試
験
も
終
わ
り
、

明
日
か
ら
夏
休
み
と
い
う
時
、
仲
間
数
人
で
喫

茶
店
に
集
ま
り
ま
し
た
。
田
舎
出
の
者
は
そ
の

日
の
夜
行
で
で
も
家
に
帰
り
た
い
、
と
い
う
気

分
で
い
る
の
を
う
ら
や
ま
し
が
っ
た
の
か
、
な

お
乳
離
れ
出
来
な
い
で
い
る
心
情
を
揶や

揄ゆ

し
た

か
っ
た
の
か
、
都
内
に
家
の
あ
る
一
人
が
「
ふ

る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の
さ
」
と
口

ず
さ
み
ま
し
た
。
「
次
の
フ
レ
ー
ズ
は
？
」
と

い
う
問
い
に
当
人
は
得
々
と
し
た
顔
で
「
知
ら

ん
の
か

有
名
な
犀さ
い

星せ
い

の
詩
を
。
近
く
ば
寄
っ

て
目
に
も
見
よ
、
だ
よ
」。

そ
れ
以
来
の
東
京
暮
し
は
も
う
40
余
年
。
盆

暮
を
中
心
に
年
１
、
２
度
は
田
舎
に
帰
っ
た
と

し
て
70
〜
80
回
は
帰
省
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
の
田
舎
の
変
化
は
何
百
年
分
に
も

お
よ
び
そ
う
で
す
。
生
活
の
全
て
が
都
市
に
追

い
つ
き
、
都と

鄙ひ

に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
好
ま
し
い
が
、
た
だ
一
つ
見
る
に
忍

び
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
川
の
変
わ
り
様

で
す
。
ど
こ
も
無
惨
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め

ら
れ
、
魚
が
す
ま
な
く
な
っ
た
ば
か
り
か
水
あ

か
で
汚
れ
、
産
廃
投
棄
所
の
ご
と
く
で
す
。

米
の
生
産
量
を
上
げ
、
暮
し
を
良
く
す
る
た

め
の
選
択
だ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
の
米

が
今
で
は
余
っ
て
、
昔
の
小
川
周
辺
を
休
耕
田

に
し
て
放
置
し
て
い
る
状
態
で
は
、
も
う
言
葉

も
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
ふ
る
さ
と
は
近
く

に
寄
っ
て
目
に
見
る

も
の
で
は
な
く
「
思

ふ
」
も
の
な
の
で
し

ょ
う
か
。

１
月
16
日
c
、
港
区
に
あ
る
新
高
輪
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
新
潟
米
新
品
種
「
こ
し
い
ぶ
き
」

の
誕
生
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

新
潟
か
ら
は
、
「
こ
し
い
ぶ
き
」
デ
ビ
ュ
ー

実
行
委
員
会
会
長
の
平
山
知
事
は
じ
め
関
係
者

多
数
が
上
京
し
、
水
泳
の
中
村
真
衣
選
手
な
ど

も
加
わ
り
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
県
選
出

国
会
議
員
、
農
林
水
産
省
、
卸
会
社
、
報
道
関

係
者
、
新
潟
県
人
会
、
消
費
者
な
ど
総
勢
約
４

０
０
人
を
集
め
て
の
大
々
的
な
会
で
し
た
。

会
場
で
は
新
潟
県
産
の
日
本
酒
、
鮭さ
け

、
ノ
ッ

ペ
な
ど
を
そ
え
て
「
こ
し
い
ぶ
き
」
を
お
に
ぎ

り
、
す
し
、
ち
ら
し
な
ど
に
し
て
試
食
に
供
し

て
い
ま
し
た
が
好
評
の
よ
う
で
し
た
。
平
山
知

事
の
話
で
は
、
開
発
に
７
年
の
歳
月
を
か
け
た

「
こ
し
い
ぶ
き
」
は
、「
こ
し
ひ
か
り
」
よ
り
10

日
位
早
く
収
穫
で
き
る
品
種
で
、
両
品
種
で
新

潟
県
産
米
の
競
争
力
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
そ

う
で
す
。

し
か
し
、
最
近
、
他
県
産
の
米
が
以
前
よ
り

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

会
場
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
郷
土
の
自
慢
、
日

本
一
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に

一
抹
の
不
安
を
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

千葉県船橋市丸山4-50-6（岩野出身・58歳）

田 村 哲 夫 さん 故郷 ふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさと

東
京
事
務
所

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
の
10
の
12

銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
５
階

1
03-

３
５
４
６-
７
２
３
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

〒104-0061東
京
で「
こ
し
い
ぶ
き
」誕
生
発
表
会

新世紀、日本では病院の責任を問われる事件、未解

決の残虐な一家殺人事件、あれる成人式など先行き不

安な話題で明けました。イタリアでは空港の話題で持

ちきりのようです。

ミラノには、リナーテとマルペンサという２つの空

港があります。昨年のクリスマスには雪が降りだし、

３～５センチの積雪でしたが、マルペンサ空港は除雪

機が１台しかないというおそまつな理由で運休となり

ました。大手イタリア航空の乗客は、何時間も機内で

待たされたあげくホテルに連れて行かれ、情報も与え

られず放置されました。２日後に便のあてもなくバス

で空港に連れて行かれた何千人もの乗客は、パニック

に陥ったそうです。一方、航空会社の指示をよそにリ

ナーテ空港に移動した人たちは、無事に飛行機を手配し

て乗れたそうです。

クリスマスで働き手が少なかったとはいえ、この情報

化社会のなか、10年前と何ら変わりないようなおそま

つな話です。これにより、マルペンサ空港の責任者は辞

職、大手航空会社のトップは着任したまま…良い話題で

はないですね。

（姉妹都市協力員　当重茜さん）

最近の話題

マルペンサ空港（1995）

58

55

新
年
会
シ
ー
ズ
ン
の
食
べ
過
ぎ
・

飲
み
過
ぎ
で
体
重
オ
ー
バ
ー
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
人
間
ド
ッ
ク
で
運

動
を
す
す
め
ら
れ
た
が
何
を
し
た
ら

い
い
の
か
迷
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
運

動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
こ
そ
、
家

の
外
に
出
て
、
ス
キ
ー
場
や
総
合
体

育
館
で
積
極
的
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

〈
基
礎
ス
キ
ー
講
習
会
in
当
間
〉

〈
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
コ
ー
ス
開
放
〉

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
は
、

冬
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
全
身
を

動
か
す
雪
上
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で

す
。
公
認
の
吉
田
Ｘ
Ｃ
常
設
コ
ー
ス

は
、
シ
ー
ズ
ン
中
開
放
さ
れ
ま
す
。

選
手
だ
け
で
な
く
だ
れ
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
▼
開
放
時
間
＝
平
日
‥
午

後
３
時
ご
ろ
〜
、
土
・
日
曜
日
‥
午

前
９
時
ご
ろ
〜

〈
基
礎
体
力
作
り
や
肥
満
予
防
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
〉

効
率
よ
く
継
続
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
総
合

体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
管

理
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合

っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
作

成
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
メ

ニ
ュ
ー
修
正
と
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
最

良
の
環
境
を
あ
な
た
に
提
供
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
第
４
期
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

開
催
中
・
参
加
者
募
集
！
〉

▼
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
‥
３

月
26
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
２
月

12
日
は
除
く
）
・
午
前
10
時
〜
11
時

15
分
▼
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
‥
３
月

22
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
・
午
後
７

時
30
分
〜
８
時
45
分

マイレールほくほく線

ゴ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線

２
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

106

冬季間の踏切は、積雪により左右の見

通しや路面状況が悪くなります。踏切で

は、一旦停止して、しっかりと安全確認

をしましょう。また、脱輪しないよう無

理なすれ違いは避け、お互いに譲り合い

ましょう。

２月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

12年 26(249） 34(292） 1（6） 68(577）

11年 24(249） 30(326） 0（1） 55(597）

12月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

踏切ではしっかりと
安全を確認しましょう

〈
第
18
回
安
塚
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉
▼
２
月
24
日
g
〜
25
日
a
▼

安
塚
町
全
域
▼
虫
川
大
杉
駅
か
ら
バ
ス
10
分
▼
町
中
に
地
域
・
集
落
ご
と

の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
雪
像
が
立
ち
並
び
ま
す
。
夕
方
か
ら
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ロ
ー
ド
は
必
見
▼
安
塚
町
雪
の
ま
ち
総
合
課
（
1
０
２
５
５
９
│
２
│
２

０
０
３
）

〈
レ
ル
ヒ
ウ
ィ
ー
ク
〉
▼
２
月
３
日
g
〜
12
日
（
振
替
休
日
）
▼
上
越
市

内
各
所
▼
期
間
限
定
の
お
い
し
い
料
理
が
楽
し
め
る
「
上
越
・
き
さ
ら

ぎ
・
食
の
陣
」、
抽
選
で
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
た
る
「
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
な
ど
▼
上
越
市
観
光
物
産
課
（
1
０
２
５
５
│
26
│
５
１
１
１
）

〈
第
51
回
六
日
町
雪
ま
つ
り
〉
▼
２
月
10
日
g
〜
11
日
a
▼
六
日
町
文
化

会
館
特
設
会
場
▼
六
日
町
駅
か
ら
徒
歩
10
分
▼
昔
な
が
ら
の
料
理
が
味
わ

え
る
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
店
、

雪
で
作
っ
た
ス

テ
ー
ジ
で
の
郷

土
芸
能
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
な
ど

▼
六
日
町
観
光

協
会
（
1
０
２

５
７
│
72
│
７

１
７
１
）

冬
季
の
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う

│
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
│

日時
２月10日g、24日g
３月10日g、24日g
午前９時30分～11時30分

上越国際当間スキー場

当日午前９時～９時20分
パトロールセンター前にて

１回 2,000円
（リフト券別）

上越国際当間スキー場
（158－3291）

会場

受付

講習
料金

申込み

問合せ＝総合体育館
（15 2 ─ 4 3 7 7 ）



お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。■
日

時
＝
２
月
１
日
・
15
日
の
各
木
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■
会
場

＝
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
）
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉

課
児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
１
）

親
と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
触
れ

合
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日

時
＝
２
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27

日
の
各
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

■
会
場
＝
６
日
・
20
日
は
サ
ン
ク
ロ

ス
、
13
日
・
27
日
は
総
合
体
育
館

（
吉
原
久
美
子
先
生
を
迎
え
ま
す
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
公
民
館
本
館

（
1
57
│
５
０
１
１
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
■
日
時
＝

２
月
３
日
g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝

十
日
町
情
報
館
■
問
合
せ
＝
十
日
町

情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

■
募
集
締
切
＝
２
月
13
日
c
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
入
居
の
資
格
な
ど
申

し
込
み
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
建

築
住
宅
係
（
内
線
２
７
４
）
へ
問
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
リ
ー
グ
Ａ
ク
ラ
ス
の
東
北
電

力
新
潟
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
お

招
き
し
、
十
日
町
地
域
で
は
は
じ
め

て
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
■
日
時
＝
２
月
18
日
a
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
（
８
時
40
分
〜
受

付
）
■
会
場
＝
総
合
体
育
館
■
参
加

者
の
人
数
制
限
＝
▼
実
技
指
導
を
受

け
る
人
‥
各
団
体
お
お
む
ね
10
人
以

内
（
広
域
６
市
町
村
以
外
の
団
体
は

５
人
以
内
）
▼
見
学
の
み
の
人
‥
制

限
な
し
■
参
加
費
＝
一
人
５
０
０
円

た
だ
し
、
見
学
の
み
の
人
・
高
校
生

以
下
・
指
導
者
は
無
料
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
２
月
10
日
g
ま
で
に
庭
野

哲
夫
（
1
57
│
２
７
７
５
）

４
月
１
日
付
採
用
の
施
設
長
と
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
■
職
種
・
採
用

人
員
＝
①
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
セ
ン
タ
ー

長
・
１
名
②
寮
父
母
・
１
名
■
受
験

資
格
＝
①
昭
和
13
年
４
月
２
日
〜
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
で
、
精
神

保
健
福
祉
に
理
解
が
あ
り
施
設
を
適

切
に
管
理
経
営
す
る
能
力
の
あ
る

者
。
②
昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
介
護
福
祉
士
の
国
家
資
格
を

有
す
る
者
（
今
春
、
資
格
取
得
見
込

市
介
護
保
険
課
で
は
、
十
日
町
市

で
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
事
業
者
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
・

利
用
料
金
な
ど
を
ま
と
め
た
「
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
平
成
12

年
12
月
現
在
で
作
成
し
ま
し
た
。

市
役
所
・
各
公
民
館
・
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
の
窓
口
な
ど
に
配
置
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
現
在
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
配
布
し
ま
す
。

平
成
14
年
１
月
か
ら
訪
問
通
所
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
が
一
本
化
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
今
月
か
ら
短
期

入
所
の
利
用
で
き
る
日
数
が
変
わ
り

ま
し
た
。
法
定
の
利
用
で
き
る
日
数

（
認
定
を
受
け
た
人
の
被
保
険
者
証

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）
を
使
い
切

っ
て
も
、
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
支

給
限
度
額
の
利
用
残
を
短
期
入
所
に

利
用
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
介

護
度
別
に
利
用
可
能
な
限
度
日
数
が

あ
り
ま
す
が
、
最
高
で
連
続
し
て
30

日
を
限
度
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
病
院
に
入
院
中
で
、
退
院
後

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
人
は
、
入
院
中
に
認
定
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、

訪
問
調
査
や
主
治
医
意
見
書
作
成
が

可
能
な
状
態
（
主
治
医
か
ら
退
院
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
は
、

認
定
申
請
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
）

に
な
っ
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

状
態
が
安
定
し
て
か
ら
で
な
い
と
介

護
認
定
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
申
請
か
ら
認
定
結
果
の
通

知
ま
で
約
30
日
か
か
り
ま
す
が
、
申

請
日
か
ら
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
い
人
は
、
申
請
時

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

者
含
む
）
。
00①
②
共
通
‥
自
動
車
運

転
免
許
証
を
有
し
、
広
域
６
市
町
村

在
住
で
通
勤
可
能
な
者
。
■
給
与
な

ど
＝
①
年
収
約
３
０
０
万
円
②
妻
有

福
祉
会
給
与
規
程
に
よ
る
。
遅
番
・

休
日
勤
務
有
り
（
振
替
休
日
）
■
勤

務
場
所
＝
①
精
神
障
害
者
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
（
塚

原
町
）
※
13
年
度
中
に
移
転
予
定
あ

り
②
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
な
ど

の
老
人
福
祉
施
設
■
採
用
試
験
日
＝

①
②
共
通
‥
２
月
25
日
a
、
合
格
発

表
は
３
月
中
旬
■
試
験
内
容
＝
①
面

接
②
一
般
教
養
試
験
、
面
接
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
２
月
20
日
c
ま
で（
当

日
消
印
有
効
）
に
申
込
み
書
類
（
申

込
み
先
に
あ
り
ま
す
）を
養
護
老
人
ホ

ー
ム
妻
有
荘
（
〒
９
４
９-

８
５
２
５

幸
町
1
58-

２
０
５
０
）に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。受
付
は
、土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
？
ど
ん
な
メ
リ

ッ
ト
が
？
法
人
運
営
の
イ
メ
ー
ジ
が

わ
か
ら
な
い
…
。
こ
の
よ
う
な
声
に

お
応
え
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
■
日
時
＝
２
月

17
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
■
会

場
＝
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
（
新

潟
市
女
池
）
■
参
加
費
＝
無
料
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
13
日
c
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便
ま
た
は
メ
ー
ル
で

名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
連
絡

先
を
明
記
し
て
新
潟
県
環
境
生
活
部

生
活
企
画
課
社
会
活
動
推
進
係
（
〒

９
５
０
│
８
５
７
０
新
潟
市
新
光
町

４
│
１
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
１

３
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
│
２
８
３
│

５
８
７
９
、
メ
ー
ルT

0
3
0
1
1
0
4
@

m
a
il.p
re
f.n
iig
a
ta
.jp

）

県
で
は
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

新
潟
づ
く
り
の
た
め
、
あ
な
た
の
夢

を
事
業
と
し
て
採
用
す
る
「
21
世
紀

県
民
の
夢
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た

の
夢
が
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
■
応
募
資

格
＝
県
内
在
住
者
お
よ
び
県
出
身
者

■
応
募
方
法
＝
２
月
９
日
f
ま
で
に

（
当
日
消
印
有
効
）応
募
用
紙
（
市
企

画
人
事
課
企
画
係
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
応
募
先
に

送
付（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
可
）
■
選
考

＝
選
考
委
員
会
に
よ
り
数
点
を
「
21

世
紀
夢
大
賞
」
と
し
て
選
考
■
発

表
・
表
彰
＝
４
月
29
日
の
新
潟
21
世

紀
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
て
発
表
・
表
彰
、

10
万
円
相
当
の
記
念
品
授
与
■
応
募

先
・
問
合
せ
＝
県
企
画
調
整
部
企
画

課
21
世
紀
県
民
の
夢
事
業
係
（
〒
９

５
０
│
８
５
７
０
新
潟
市
新
光
町
４

│
１
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
０
８

７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
│
２
８
０
│
５

５
０
７
、メ
ー
ルT

0
2
0
0
1
0
6
@
m
a
il.

p
re
f.n
iig
a
ta
.jp

）

「
21
世
紀
県
民
の
夢
」の
中
か
ら「
21

世
紀
夢
大
賞
」
を
選
定
す
る
た
め
の

選
考
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
■
募
集
人
数
＝
２
人
■
応
募
資

格
＝
①
県
内
在
住
者
で
、
県
政
に
建

設
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
人
②
３

月
中
に
県
庁
で
開
催
さ
れ
る
選
考
会

に
出
席
で
き
る
人
■
応
募
方
法
＝
１

月
31
日
d
ま
で
に
豊
か
な
県
づ
く
り

に
関
す
る
考
え
を
８
０
０
字
以
内
の

文
章
に
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
・
問
合
せ
＝
県
企
画
調
整

部
企
画
課
21
世
紀
県
民
の
夢
事
業
係

児
童
手
当
（
特
例
給
付
お
よ
び
就

学
前
特
例
給
付
を
含
む
）は
、義
務
教

育
就
学
前
児
童
を
養
育
し
、
所
得
が

一
定
に
満
た
な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
10
月
〜
１
月
分
の
児
童
手
当
は

２
月
９
日
f
に
受
給
者
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
■
児
童
手
当
の
月
額

9 平成13年1月25日号 8
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ガイド
催し

お
も
ち
ゃ
図
書
館

２
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

は
じ
め
て
の

「
ふ
れ
あ
い
さ
わ
や
か

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」

妻
有
福
祉
会
職
員
募
集

募集

「

世
紀
県
民
の
夢
」

を
募
集
し
ま
す

世
紀
県
民
の
夢
事
業
選

考
審
査
員
を
募
集
し
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
ミ
ナ
ー

月
〜
１
月
分
の
児
童

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

年金

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
）が
変
わ
り
ま
し
た

入
院
中
の
介
護
認
定
申
請

21

2110

訪問通所サービスを短期入所
にかえて利用する場合

１か月（暦月）の限度日数

区 分

要 支 援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

限度日数

６日

16日

18日

24日

27日

30日

黒沢県営住宅

(大字大黒沢1343番地2)

昭和46年度建設

簡易耐火構造２階建

６帖１室

３帖１室

DK

9,100円～

16,900円
１戸

谷内丑市営住宅

(大字川治1348番地２)

平成11年度建設

中層耐火構造３階建

６帖１室

4.5帖1室

DK

18,300円～

40,200円
１戸

物　　件 間取り 家　賃 募集
戸数

参加者大募集！

第4回ゆきリンピックinあてま

＜予定種目：午前10時～午後２時＞

・私をゴールに連れてってレース

…2人1組（親子10組、大人10組）

・雪上着せ替えレース…16人

・雪んこかけっこレース…子ども30人

・つつもたせレース…3人1組（9チーム）

・フルコースレース…2人1組（12チーム）

・風船ワールドカップ

…大人30人、子ども30人

・走りまくれレース…15人

・雪上宝さがし…自由参加

第52回十日町雪まつりの１会場、

「雪まつりベルナティオ広場」では、２月

17日gに「ゆきリンピックinあてま」を開催いたします。お子様から大

人まで楽しめる豪華賞品争奪の雪上運動会です。賞品にはベルナティオ

宿泊券などを用意しています。

競技出場、会場入場ともに無料で、出場者にはもれなく参加賞をお渡

しします。無料休憩所、模擬店もあります。今年の雪まつりはぜひベル

ナティオでお過ごしください。

＜参加申込み＞

「第4回ゆきリンピックinあてま参加申込書」に必要事項ご記入のう

え、下記に郵送またはＦＡＸで申し込んでください。（先着順）

問合せ・申込先＝㈱当間高原リゾート企画部内　雪まつりベルナティオ広場実行委員会

〒949-8556 十日町市珠川　TEL58-2752、FAX58-4158

２/17（土）



告
期
間
中
は
、
各
相
談
会
場
が
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝
２
月
１

日
e
、
２
日
f
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
■
会
場
＝
ク

ロ
ス
10
■
持
参
す
る
書
類
＝
【
①
年

金
受
給
者
】
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、

年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
所
得
金
額
の
わ
か
る
書
類
、
各

種
保
険
料
控
除
証
明
書
【
②
医
療
費

控
除
を
受
け
る
人
】
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
、
医
療
費
の
領
収
書
・
証

明
書
【
①
②
共
通
】
印
鑑
、
筆
記
用

具
、
計
算
器
具
、
預
貯
金
の
口
座
番

号
の
わ
か
る
書
類
■
問
合
せ
＝
十
日

町
税
務
署
（
1
52
│
３
１
８
１
）

■
日
時
＝
２
月
６
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
■
医

師
＝
須
賀
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係（
内
線
１
４
４
）ま
た
は

十
日
町
保
健
所（
1
57
│
２
４
０
０
）

介
護
者
同
士
が
交
流
す
る
こ
と

で
、
介
護
の
工
夫
や
息
抜
き
方
法
、

介
護
者
自
身
の
健
康
管
理
な
ど
を
学

び
ま
せ
ん
か
。
介
護
を
終
了
し
た
経

験
者
も
大
歓
迎
で
す
。
■
日
時
＝
２

月
19
日
b
午
後
２
時
〜
４
時
■
会
場

＝
保
健
セ
ン
タ
ー
■
参
加
費
＝
無
料

■
事
前
申
込
み
＝
不
要
■
問
合
せ
＝

十
日
町
保
健
所（
1
57
│
２
４
０
０
）

廃
棄
物
の
減
量
お
よ
び
再
資
源
化

を
確
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
が
平
成
13
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

一
般
家
庭
か
ら
廃
棄
物
と
し
て
排

出
さ
れ
る
家
電
製
品
の
う
ち
、
洗
濯

機
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫

の
４
品
目
を
対
象
機
器
と
し
て
、
小

売
業
者
、
製
造
業
者
な
ど
に
収
集
運

搬
お
よ
び
再
商
品
化（
リ
サ
イ
ク
ル
）

な
ど
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
消

費
者
に
は
、
小
売
業
者
な
ど
に
適
切

に
引
き
渡
し
、
収
集
運
搬
、
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
な
ど
の
支
払
い
に
応
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
消
費
者
が
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
料
金
の
う
ち
、
１
台
当

た
り
の
再
商
品
化
等
料
金
（
税
別
）

が
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

▼
洗
濯
機
２
、
４
０
０
円
▼
テ
レ
ビ

２
、
７
０
０
円
▼
エ
ア
コ
ン
３
、
５

０
０
円
▼
冷
蔵
庫
４
、
６
０
０
円

さ
ら
に
、
指
定
取
引
場
所
ま
で
の

収
集
運
搬
料
金
な
ど
を
合
わ
せ
て
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
1
52
│
３
９
２
４
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

■
博
物
館
＝
５
日
・
19
日
・
26
日
の

各
月
曜
日
、
13
日
c

■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
28
日
d

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
、
12
日
（
振
替
休
日
）

■
日
時
＝
２
月
18
日
a
、
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

■
会
場
＝
十
日
町
市
役
所

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
（
内
線
１
４
１
）

※
２
月
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
次

回
は
３
月
14
日
d
で
す
。

11 平成13年1月25日号

平
成
12
年
分
所
得
税
・
13
年
度
市

県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。

■
自
書
申
告
を
実
施
し
ま
す

職
員
は
相
談
に
は
応
じ
ま
す
が
、

計
算
と
申
告
書
へ
の
記
入
は
皆
さ
ん

自
身
が
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
電
卓
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
で
き
る
限

り
自
宅
で
記
入
し
、
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
だ
け
相
談
会
場
で
記
入
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
が
混
雑

し
な
い
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
地
区
ご
と
に
相
談
日
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
　
〜
会
場
は
市
役
所
〜

混
雑
を
さ
け
、
待
ち
時
間
を
短
く

す
る
た
め
に
、
市
で
は
地
区
ご
と
に

申
告
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
日
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
ご
自
分
の
該
当
日
に
都
合
の
つ

か
な
い
場
合
は
、
予
備
日
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
昨
年
か
ら
出
張

相
談
は
廃
止
し
ま
し
た
の
で
、
会
場

は
市
役
所
だ
け
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
内

線
１
１
７
）

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

12
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間

に
納
め
た
介
護
保
険
料
・
国
民
年
金

保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
の
全
額

で
す
。本
人
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、

申
告
者
が
家
族
の
た
め
に
納
め
た
場

合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
中
に
納
め
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過

去
の
保
険
料
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
12
年
の
国
民
年
金
保
険
料（
月
額
）

＝
〈
定
額
保
険
料
〉
１
３
、
３
０
０

円
〈
付
加
保
険
料
〉
４
０
０
円
※
市

で
は
２
月
中
旬
に
介
護
・
国
民
年

金
・
国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
額
を

通
知
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
〈
介
護

保
険
料
〉
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

（
内
線
１
６
１
）〈
国
民
年
金
保
険
料
〉

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
内
線
１

５
１
）
〈
国
民
健
康
保
険
料
〉
税
務

課
管
理
収
納
係
（
内
線
１
１
３
）

■
日
時
＝
２
月
７
日
d
〜
９
日
f
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
※
事
前
に

電
話
連
絡
が
必
要
で
す
。
■
場
所
＝

各
税
理
士
事
務
所

年
金
受
給
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
の
た

め
に
、
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
還

付
指
導
会
を
開
催
し
ま
す
。
確
定
申

10

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

２ 月 の 相 談 日

◎高齢者職業相談
毎週月～金曜日

午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
９日F

午前10時～午後３時

会場：市民相談室

◎法律相談
電話で市民生活課へ要予約

８日E

高橋賢一弁護士

22日E

神山博之弁護士

午後１時30分～４時

会場：市民相談室

◎健康相談　保健婦による相談

むし歯のないよい歯の子
12月の３歳児健診を受けた子36人

よい歯の子 住 所　　保護者

（高山４）

（高田町３南）

（北新田３）

（吉田山谷）

（土市２）

（新座４－２）

（高島１）

（稲荷町３本通り）

（本町７－２）

（川治上町１）

（川治中町）

（下川原町）

（城之古３）

（北原）

（城之古１）

（四日町３）

（太田島１）

（為永）

（四日町中原）

淳
朗
浩
ひろ

嗣
し

茂一
荘
たけ

亜
つぐ

一郎
浩彦
善明
悟
宏
昌晃
正人
俊雄
貴志
充
武
修
進
政彦

岡 田 尚 也
菊 池 遥 香
山 田 勝 也
関 口 　 恭

きょう

山 崎 佳 奈
篠 原 理

まさ

輝
き

野上紗悠莉
長谷川善正
吉 田 朱 里
長 津 陽

ひ

菜
な

柳 　 志 歩
本 間 　 司
有 泉 好

こう

祐
すけ

西澤悠太朗
小 林 　 薫
二瓶里

り

茉
ま

子
こ

金 澤 知
ち

映
あき

古田島直希
鈴 木 航 太

期日

5・19・
26日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

13日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

15日E

就 業 改 善 セ ン タ ー 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前９時30分～11時30分

16日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

23日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

※健康手帳のある人はご持参ください。

２月の乳幼児健康診査と休日救急医 健康福祉課 157-3111

休　日　救　急　医乳幼児健康診査 会場
保健センター

q１歳６か月児、３歳児健診は歯科検診があります。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

4日A
第 二 藤 巻 医 院 川西町 68-2018

11日A

中 条 病 院 北　原 57-3018

大 島 医 院 川原町 52-2957

12 日
（振替休日）

大 坪 医 院 四日町新田２ 57-6100

25日A 田 中 外 科 医 院 田中町本通り 52-2403

18日A
庭 野 医 院 寿町４ 52-2711

津 南 病 院 津南町 65-3161

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

８日
e

午後１時
～１時45分

９年８月
生まれの幼児

１歳６か月児
健 診

15日
e

午後１時
～１時45分

11年８月
生まれの幼児

４か月児健診
21日
d

午後１時
～１時30分

12年10月
生まれの幼児

２歳６か月児
身 体 測 定

10 か 月 児
身 体 測 定

21日
d

午前９時15分
～10時

12年４月
生まれの幼児

〔

〔

今月はお休みです。

成
分
献
血

全
血
献
血

2月の
献血

その他

２
月
の
休
館
日

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

痴
呆
性
老
人
介
護
者
・

家
族
の
交
流
会

心
の
健
康
相
談

保健
福祉 税

所
得
税
・
市
民
税
の

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

介
護
・
国
民
年
金
・
国
民

健
康
保
険
料
は
所
得
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

税
理
士
に
よ
る

還
付
申
告
無
料
相
談

事
前
還
付
指
導
会

＝
▼
１
人
目
・
２
人
目
‥
５
、
０
０

０
円
▼
３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
‥

１
０
、
０
０
０
円
■
問
合
せ
＝
市
民

生
活
課
国
民
年
金
係（
内
線
１
５
１
）

＜申告相談日程表＞

地区

十日町

中　条

川　治

六箇・吉田

下　条

水　沢

予備日

期　　　日

２月16日f・19日b・20日c

２月21日d～23日f

２月26日b～28日d

３月１日e・２日f

３月５日b・６日c

３月７日d～９日f

３月12日b～15日e

時間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

期日 氏　　名 所 在 地 電話番号

２
月
７
日
d

酒 井 栄 一
水 落 正 樹
中 村 　 稔
水 落 信 市
戸 田 守 多

西本町２
高田町２
昭和町３
寿 町 ２
川 西 町

5 7 - 8 4 2 1
5 2 - 3 9 2 1
5 7 - 8 4 8 2
5 7 - 2 5 4 8
6 8 - 2 5 6 9

２
月
８
日
e

水 落 雅 史
中村ヨシ子
大 口 康 幸
高 橋 　 實

寿 町 ２
昭和町３
津 南 町
美雪町３

5 7 - 2 5 4 8
5 7 - 8 4 8 2
6 5 - 2 5 4 2
5 7 - 8 7 5 0

２
月
９
日
f

桑 原 公 夫
中 沢 善 知
服 部 團 一
宮 内 　 孝
和久井　工

本 町 ２
津 南 町
千歳町３
七 軒 町
本 町 ６

5 2 - 3 1 2 2
6 6 - 2 3 1 7
5 7 - 3 1 5 1
5 2 - 3 8 1 3
5 2 - 2 0 7 3
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市の花

「山つつじ」

市の木

「きり」
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■編集/企画人事課広報広聴係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

「
こ
ん
な
十
日
町
小
学
校
だ
っ
た

ら
い
い
な
ぁ
」
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
」
子
ど
も
た
ち

の
夢
は
つ
き
ま
せ
ん
。

昨
年
12
月
２
日
、
子
ど
も
た
ち
の

「
わ
い
わ
い
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
８
年
11
月
16
日
以
来
、

４
年
ぶ
り
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

「
わ
い
わ
い
会
議
」
で
す
。

前
回
は
学
級
ご
と
の
活
動
で
し
た

が
、
今
回
は
縦
割
り
班
で
の
活
動
で

し
た
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

30
グ
ル
ー
プ
が
一
人
ひ
と
り
の
「
夢

の
学
校
」
を
寄
せ
集
め
、
大
き
な
絵

に
表
現
し
ま
し
た
。
太
洋
紙
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
十
日
町
小
学
校
で
は
「
新

し
い
学
校
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
主
役
は
、
や
は
り
学
校
で

生
活
す
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
そ
の

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
た
く
さ
ん
盛
り

こ
ん
だ
「
夢
の
学
校
」
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
こ
の
運
動
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
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藤
ノ
木
隆
司
さ
ん
　
１
９
７
６
年
生

十
日
町
地
域
消
防
署
勤
務

大
学
を
卒
業
後
、
小
学
生
の
こ

ろ
か
ら
憧
れ
て
い
た
消
防
士
に
な

り
ま
し
た
。
今
は
覚
え
る
こ
と
が

多
く
、
充
実
し
た
毎
日
で
す
。
尊

い
命
を
守
る
消
防
士
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
勉
強
を
続
け
、

自
分
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、

趣
味
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
続
け

て
い
る
野
球
で
す
。
い
く
つ
か
の

チ
ー
ム
に
所
属
し
、
夏
は
毎
週
試

合
で
す
。
今
は
雪
下
ろ
し
で
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
め
ず
ら
し
い
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
雪
下
ろ
し

は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
Y

北
海
道
の
短
大
か
ら
東
京
の
大

学
へ
進
み
４
年
間
故
郷
か
ら
離
れ

て
み
ま
し
た
が
、
人
と
人
と
の
触

れ
合
い
が
暖
か
い
十
日
町
が
好
き

で
、
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
残

念
な
が
ら
、
こ
こ
十
日
町
で
も
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
は
薄
れ
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
か
つ

て
の
青
年
団
の
よ
う
な
形
で
伝
統

行
事
を
受
け
継
い
だ
り
、
少
年
野

球
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
子
ど
も
た

ち
と
汗
を
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
に
協
力
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

実現しよう「夢の学校」

十日町小学校
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コタツにミカン。
総合マクト

石油ファンヒーター（燃料消費量0.29R/h）
の使用を１日１時間減らす
→１か月で
CO2 6.0O削減。


